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イのカリブ海沿岸に主にみられるクロイソカイメン (HALICHONDRIA OKADAI) から 1981年にオ
カダ酸 (OA) が分離精製された。







ンネルブロッカー(テトロドトキシン， CA ++拾抗薬)によっても さらにメンブレンスタビライザー







ミクロゾーム以外に細胞内 Ca++貯蔵部位としてミトコンドリアがある。 CCCP などにより脱共役











リン受容体， 5 -HT 2 セロトニン受容体， H 1 ヒスタミン受容体)を介するものではないことがそれぞ
れの阻害薬を用いる実験により明かとなった。 OAの作用がプロスタグラジンを介するものでもないこ
とや， N a +, K + A T P ase に対する作用によるものでもないことがあきらかとなった。




し，ミオシンをリン酸化することが明かとなった。結論としてOA は Ca++ ーカルモジュリン複合体と
類似の作用を有すると解釈される。
論文の審査結果の要旨
本研究は，クロイソカイメン Halichondria okadaiから抽出されたオカダ酸の平滑筋収縮の作用機作
について検討したものである。その作用部位は各種の受容体桔抗薬によっても，イオンチャンネル・ブロッ
カーによっても影響をうけず，また，細胞外Ca++の存在に依存せず，更に，細胞内小器官よりの Ca++イ
オンの放出にも無関係であることを見出し，直接筋収縮蛋白に作用することを示唆した。この研究が基
礎になってオカダ酸はCa++不在下にミオシン軽鎖キナーゼを直接活性化し Ca++カルモジュリン複合体
類似の作用を有することが明かとなった。この点オカダ酸が平滑筋の収縮機構の解明に，新しい解析手
段として有用なことを証明したもので，薬理学研究の新しい方向ずけをする貴重な研究として，医学博
士の学位に価すると評価できる。
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